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資料⑦



阪堺線（堺市内区間）の今後の支援の方向性について（第１０回懇話会資料より）

支援策による利用者増加や阪堺電軌の自助

努力により、収支改善は図られているが、

阪堺線（堺市内区間）の早期の自立・再生

を図る必要がある。

併用軌道区間の軌道改修が概ね完了し、

安全性の確保が図られているが、安全性

を継続的に向上していく必要がある

今後は専用軌道を中心に老朽化対策を継続し、

阪堺線（堺市内区間）の更なる安全性向上をめざす。

阪堺電軌の更なる自助努力を促しながら、阪堺線

（堺市内区間）の早期の自立・再生をめざす。

支援策の効果で、阪堺線沿線の沿線活性化

に一定寄与しているが、支援効果を沿線だ

けでなく、市全体に波及させる必要がある。

関連施策との連携や協働を推進し、市全体

への効果の波及をめざす。

「更なる安全性の向上」

「阪堺線（堺市内区間）の早期の自立再生」

「市全体への効果の波及」
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・中間検証の結果と市民意見や学識経験者からの指摘事項などを踏まえ、基本的に今までの支援策の方向性を踏襲しつつ、より

一層の支援の目的の達成に向け、「更なる安全性の向上」「阪堺線堺市内区間の早期の自立再生」「市全体への効果の波及」

の3つの観点で進める。



効果の波及に係る最近の取組み状況について
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・効果の波及に係る取組みとして、関連団体との協働や連携などを行っている。

項目 実施状況 主体者 実施時期

土木遺産選奨 「阪堺電気軌道と関連施設群」土木遺産選奨 ー 平成30年度

各種イベント等

路面電車フェア
日本トロリーモデルクラブ、

日本路面電車同好会関西支部
令和元年9月

RUN伴2019
NPO法人認知症フレンドシップ

クラブ、RUN伴2019実行委員会
令和元年10月

堺ちん電フェスティバル2019

NPO法人RACDA大阪・堺、

未来へつなごう！堺チン電の会、

日本路面電車同好会関西支部

令和元年11月

観光ボランティア協会向けの勉強会 未来へつなごう！堺チン電の会 令和2年1月



「阪堺電気軌道と関連施設群」土木遺産選奨
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・平成30年度に「阪堺電気軌道と関連施設群」として、土木学会選奨土木遺産に認定された。

名 称 「阪堺電気軌道と関連施設群」

所在地 大阪府大阪市～堺市

竣工年 明治33(1900)年

明治44(1911)年

昭和3(1928)年

選奨年 2018年 平成30年度

選奨理由 阪堺電気軌道と関連施設群は、現在も稼働する

明治中～末期に整備された路面電車と、その沿線の

大和川橋梁、住吉駅など戦前の秀逸な土木遺産に

より構成される貴重な土木遺産である。

※土木学会選奨土木遺産の認定制度は、土木遺産の顕彰を通じて歴史的土木構造物の保存に資することを目的として

平成12年に設立された。



路面電車フェア

4

・堺伝統産業会館において、ジオラマ展示等を行う「路面電車フェア」が開催された。

開催日 令和元年９月１６日（月・祝）

場 所 堺伝統産業会館

主 催 日本トロリーモデルクラブ

日本路面電車同好会関西支部



RUN伴2019

55

・認知症の人や家族、支援者、一般の人がリレーをしながら一つのタスキをつなぎゴールをめざすイベント「RUN伴2019」が

開催された。

開催日 令和元年１０月２７日（日）

場 所 堺市役所前～浜寺駅前

主 催 ＮＰＯ法人認知症フレンドシップクラブ

ＲＵＮ伴２０１９実行委員会



・堺伝統産業会館及びザビエル公園において、「堺ちん電フェスティバル2019」が開催された。

堺ちん電フェスティバル2019

開催日 令和元年１１月３日（日）

場 所 堺伝統産業会館、ザビエル公園

主 催 ＮＰＯ法人ＲＡＣＤＡ大阪・堺

未来へつなごう！堺チン電の会

日本路面電車同好会関西支部
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観光ボランティア協会向けの勉強会
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・堺チン電の会が主催し、堺観光ボランティア協会向けの勉強会が開催された。

開催日 令和２年１月２９日（水）

場 所 大和川～神明町、「株式会社福井」

内 容 大和川～神明町間の阪堺沿線フィールドワーク、

阪堺電車の基礎知識や歴史についての講義

主 催 未来へつなごう！堺チン電の会


